
頭)0 C.年齢が高くなるにつれて,弱い右手選

択から強い左手選択への推移がみられた｡a.罪

2指と第3指というより上達したっまみ方は,右

手よりも左手に多くみられた｡また強い偏りは9

才以上のみに観察されたことから,選択性の強さ

は発達に依存することが示唆された｡つまみ方に

おいても,年齢の上昇とともに第 1指と第2指の

はさみから第2指と第3指のはさみへの発達的変

化がみられた｡個体間の手の使用における類似度

をもとに,多次元尺度構成法およびクラスター分

析をおこなったところ,手使用の発達においては,

メスはオスより早熟であるという性差を確認する

ことができた｡

計画 :6-2

チンパンジーのT型指迷路課題における手の使

用

太田裕彦 (放送大)

手の使用と課題の習熟過程との関連を捉える観

点から.チンパンジーを対象にT型指迷路の課題

解決時の手の使用を調べている｡昨年度の本共同

利用研究において,1頭の成体メス (No.1)の実

l験結果を報告したが,今年度は被験体及び新たな

実験を追加した｡

先ず2頭の若成体メス (Nm2,3)について,

前回と同様の実験を行った｡透明アクリルパイプ

製のT型指迷路 1ユニットを用い,迷路中にジャ

イアントコーン1個ずつ入れ,被験体にゴールま

で棒 (割箸)で移動させて取らせる課題である｡

被放射 こ対する迷路の方向は90度単位で4方向に

変化させ,1日に4方向を各10試行,計40試行与

える｡また各方向でのゴール位置は左右5【司ずっ

ランダムに変化させた｡実験は1週間当たり1日

で延べ5日間 (但し初日はトレーニング用の予備

実験)行った｡利き手の指標である側性係数

(LQ)により左右の手の使用頻度の差異を調べた｡

すなわち左手使用時間 (LT) ･右手使用時間

(RT) ･両手使用時間 (BT)を計測し,LQ-

(LT-RT)/ (LT+RT+BT)によって係数を

求めた.結果は,Na2では本実験の2日目から5

日目まで0.62-0.83-0.94･-0.87というように左

手へ偏り,Na3では-0.50--0.98--0.98--

1となり,右手べ偏っていった｡このように課題

の進行につれて一方の手を偏重してゆくことがわ

かる｡これはN0.1の結果と同様であった.ちなみ

に1試行当たりの平均所要時間 (珍)は2-5日

目にかけてNa2で12.3-8.6-7.1-7.6,Na3では

10.6-6.9-6.8-6.6といずれも短縮 ･安定し.学

習の進行を示している｡

さらに今回,直径を太くしたT型指迷路を作成

し,棒を使わないで直接指で餌を取り出す条件で

同様の課題を設定した.N0.1を対象に実験を行っ

たところ,1試行当たりの平均所要時間 (砂)は

6.8⊥6.1-3.8-3.3と短縮し,LQは0.41-0.98-0.

97- 1というように左手への偏重が強まる結果と

なった｡

以上のように,今回の実験により,課題への習

熟に伴って使用される手が次第に左右いずれか一

方に偏重してゆく傾向があることが､校数のチン

パンジーや異なる条件において確琴された｡

計画 :6-3

生後子ザルにおける反射を中心とした運動学習

の生理基礎研究

松本 蕃 (愛知教育大)

生後2週間の雄の子ザル (6月15日生のニホン

ザル)1頭並びに生後10日の雄子ザル (6月21日

生のニホンザル)1頭を各ケージで観察飼育した｡

体重は夫々720gと510gで7月1日から始め,忠

初 ミルクは20gと29gしか飲んでいない｡

反射及び姿勢反応 ;ミラニー･コソパリティの

反射検査にみられる① トラクション反応,(診ラン

ドウ反応,③アキシラール反応,④ポイタ反応,

⑤コリス水平反応,⑥コリス垂直貼 ⑦′ヾイパー

反応,⑧侭防パラシュート反応 ⑨汀F方′ヾラシュー

ト,⑳後方パラシュート,⑪ホッピング反応等は

2週間過ぎた子ザルにおいては不完全ではあるが

殆どすべて出現した｡3Wをすぎると完全に衷出

した｡唯,この2頭とも腰反射が未だ残存し.こ

れが顕著であることは特記に値するOヒトにおけ

る脊髄 ･橋レベルで認められるATNR･TLR･

STNR等は子ザルでは全く認められず全て総括さ

れ.連合運動さえも同化されていることは驚異で

ある｡即ちニホンザル (子ザル)は2週間後の反

射において全て随意運動と同化し調和して運動学

習が発達してゆく.と考えてよいo子ザルの反射は

ヒトにおける脊髄-脳幹部系の反射 ･反応を全て

総合し,上位脳と総合調和していると考察可能で
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